
平和な日常だからこそ過ごせるぜ 戦後８０年、過ちは繰り返しては
いたくな時間 ならない
休日に見事な青空。初夏の絶好 今年は戦後８０年、節目の年に

のお出かけ日和に「家にいたらも なります。もちろん私は生まれて
ったいないよ。」と、言われてい いるわけもなく、今現在戦争を体
るような気がして近隣の温泉に行 験した人がどれだけいるのかわか
ってきました。ここは初めて訪ね りませんが、まだまだ戦争を体験
たところでどんなところか前から された方の話を聞くことができま
気になっていたところです。ひと す。当時私の母は関東に住んでい
まず津別峠から雄大な屈斜路湖を て、空襲などを経験していて子供
一望。久しぶりに絶景を眺めると、 のころにその話を何度も聞きまし
改めて道外の人があこがれるすば た。当たり前ですが、それはそれ
らしいところに住んでいる幸せを は怖い思いをしたそうです。戦闘
実感。津別峠の展望台では、ホー 機から機関銃で撃ってくるパイロ
ホケキョーの鳴き声がきれいに響 ットも見たそうです。日本の敗戦
き渡り、自然の恵みを存分に味わ をわかっていながら戦争を早くや
いました。これだけでも十分満足 めるわけにはいかなかったのか。
感はありましたが、次は温泉に日 そうしたら救えた命もたくさんあ
帰り入浴。温泉の心地よさと、こ ったのにと悔やまれます。複雑な
れまた自然が堪能できる露天風呂 思いもあるのでしょうが、戦争の
でのんびりとした時間。屋外でく 事実を後世に伝えようと様々な資
つろげるリクライニングシートに 料や施設が残されています。雨の
横たわり、ただただ大自然に身を 中の学徒出陣壮行会、明治神宮外
ゆ だ ね て の ん び り と 過 ご し ま し 苑競技場で更新する映像を何度も
た。よくサウナに入って「整う」 見ました。鹿児島県知覧特攻平和
なんて表現されることがあります 会館には、ここから飛び立った若
が、私自身はこの「整う」という 者が残した資料が保管されていま
感覚を知らないでいます。ですが、 す。時代があまりにも違いすぎる
もしかしたら今この時間が「整う」 ために、今のものさしで当時を推
というのかもしれないなんてこと し量ることは難しいですが、自分
を感じながら心地のよい時間をた にとって大切な人、愛する人たち
っぷり過ごしました。この心地よ を守るために自分が命を落とすし
さが「整う」というものであれば、 かなかったのでしょう。「安らか
このようなくつろぎを求めて遠く に眠ってください 過ちは繰り返
からわざわざお金を使って味わう しませぬから」（広島市原爆慰霊
ような体験をあたりまえのように 碑の碑文より）
過ごせるこの幸福感に満たされま ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

した。お風呂の中だったので、本 ９月の開館時間延長の知らせ
もスマホもなく何もすることもな ９月の水曜日・木曜日は、閉館
かったのですが、たまにはスマホ 時刻を１時間遅らせて１９時まで
から離れる時間も必要なことだと といたします。ぜひご利用くださ
実感しました。戦後８０年が経過 い。
した平和な日常に感謝です。

お楽しみ文学館
○日 時

令和7年9月１３日（土）１３：３０～
○上映作品
『 春に散る 』１３３分

○監督：瀬々 敬久
○原作：沢木 耕太郎
○出演：佐藤浩市、横浜流星、橋本環奈、坂東龍汰、松浦慎一郎
○作品について
不完全燃焼の心を抱えてアメリカから帰国し、４０年ぶりに故郷の

地を踏んだ、元ボクサーの広岡仁一。そんな広岡の前に不公平な判定
負けに怒り、一度はボクシングをやめた黒木翔吾が現れ、広岡の指導
を受けたいと懇願する。（２０２４年公開）

美幌町図書館だより
令和７年８月 １日

第８８号

☏ ０１５２－７３－３０１６

住所 美幌町字東１条北４丁目１５
（文責：図書館長）

ぴー☆ぽーろ

飲酒運転根絶の日
美幌町図書館長

Ｐ☆ＰＯＲＯ

７月１３日は「飲酒運転根絶の日」として、北海道内では飲酒
運転の根絶に向けたさまざまな活動が行われています。この日は、
２０１４年小樽市で飲酒運転によるひき逃げ事件が発生し、３人
が死亡したことを受けて制定されたものです。私はこの事件の起
きた道路を何度か通ったことがあります。最寄りの駅から人気の
海水浴場へとつながる歩道のない道です。海水浴に訪れた女性４
人がひき逃げされ、３人が死亡し１人が重傷を負いました。飲酒
運転という行為によって尊い命が奪われた、あってはならない事
件です。しかし、飲酒運転はいまだに後を絶ちません。今は事故
が起こると、ドライブレコーダーや監視カメラなどから映像で見
ることができます。危険運転をする人は正常な判断ができるとは
思えない光景が残されています。だとすれば、飲酒運転根絶のた
めには呼びかけだけでは不十分です。危険運転をする人が運転免
許証を持たない、自動車を運転しない、そこまでしないと難しい
ように思っています。これ以上大切な命を犠牲にしないために。
悲しむ人を増やさないために。さらなる取り組みを、さらなる気
運の高まりを期待しています。

6月の図書館利用状況

来館者 3,５１２人
（前年比 －４８２）

開館日数 ２４日

一般の貸出冊数 ３ ,８２６冊

児童の貸出冊数 ３ ,７０４冊

合計貸出冊数 ７ ,５３０冊
（前年比 １，６０１）

館 内 照 明 工 事の 関
係 で ご 迷 惑 をお か
け い た し ま した 。
工 事 は ほ ぼ 終了 い
た し ま し た ので 、
通 常 ど お り 図書 館
を ご 利 用 い ただ け
ます。

８月の主な予定

９日（土）
お楽しみ文学館

１４日（木）
絵本とあそぼ

２１日（木）
おはなしのへや

２６日（火）～３１日（日）
新聞の無償譲渡

休館日

４日、１１日、１２日、１８日
２５日、２９日



　

小説・エッセイ
パパイアから人生 夏井 いつき 小学館 うまいように死ぬ 鎌田 實 扶桑社

なみまのわるい食べもの 千早 茜 ホーム社 歯並びをよくする離乳食・幼児食 杉原 麻美 日本文芸社

明日もいっしょに帰りたい 織守 きょうや 実業之日本社 休養ベスト100 加藤 浩晃 日経BP

一撃のお姫さま 島本 理生 文藝春秋 北海道建築まち巡り さこう のぼる エイチエス

運命の終い 奥田 亜希子 小学館 阿川佐和子のきものチンプンカンプン 阿川 佐和子 世界文化社

奇のくに風土記 木内 昇 実業之日本社 毎日、水キムチ 榎本 美沙 文化学園文化出版局

去年、本能寺で 円城 塔 新潮社 あなたを動かす片付けの切り札 本多 さおり 大和書房

クロエとオオエ 有川 ひろ 講談社 ミルクの本 ミルクマイスター高砂 自由国民社

桜待つ、あの本屋で 浅倉 卓弥 ハーパーコリンズ・ジャパン 日本の映画の舞台&ロケ地100 谷國 大輔 学芸出版社

飛越 馳 星周 光文社 小さな勇気 町田 瑠唯 ベースボール・マガジン社

真実の幻影 堂場 瞬一 朝日新聞出版 山に登るなら知っておきたい山の気象がわかる本 矢野 政人 メイツユニバーサルコンテンツ

生活 町屋 良平 新潮社

対決の記者 本城 雅人 祥伝社 児童書・絵本

どうせ世界は終わるけど 結城 真一郎 小学館 しらべるつながりのずかん おかべ たかし 東京書籍

パズルと天気 伊坂 幸太郎 PHP研究所 動物366ずかん ミランダ  スミス 小学館

フジコの十ケ条 真梨 幸子 徳間書店 消えたモナ・リザ ニコラス  デイ 小学館

不等辺五角形 貫井 徳郎 東京創元社 みんなをつなぐアイヌの糸 横塚 眞己人 ほるぷ出版

ヨシモトオノ 吉本 ばなな 文藝春秋 おふろがしゃべった!? 麦野 圭 岩崎書店

恋恋往時 温 又柔 集英社 読書感想文が終わらない! 額賀 澪 ポプラ社

わたしの声が消えたあと 蜂須賀 敬明 PHP研究所 ななちゃんは、みんなのねこ 今西 乃子 岩崎書店

うさぎのしま 近藤 えり 世界文化社

実用書 おおいすくないどっちどっち? 鹿子木 康弘 PHP研究所

ゼロからの読書教室 読書猿 NHK出版 かめかめたいそう 齋藤 槇 福音館書店

わたくし96歳#戦争反対 森田 富美子 講談社 きんぎょだいさくせん まつなが もえ 白泉社

言語化組み立て図鑑 木暮 太一 SBクリエイティブ じゃないものさがし 中垣 ゆたか ポプラ社

小学生のためのケアレスミスがなくなる本 野 英利香 すばる舎 どきどきかくれんぼ 竹下 文子 金の星社

後悔しない葬儀とお墓選び 高橋 亮 クロスメディア・パブリッシング ねりものハウス 山崎 由貴 スール

空ときどきクリオネ 國本 未華 成山堂書店 ハムスたんていとかいとうニャー 大塚 健太 Gakken

絵でわかる台風のメカニズム 宮本 佳明 講談社

北海道の蝶の生活史図鑑 永盛 俊行 北海道大学出版会 ＊この他にも新刊が多数ございます。どうぞご利用下さい。

その１ 「紅蓮館の殺人」 阿津川 辰海／著 講談社

作家財田雄山のファンである田所と葛城は、財田が住む館へ行くた
め高校の合宿を抜け出した。館がある山を登る途中、落雷で山火事が
起き、下山できなくなってしまう。なんとか財田の館に避難するが、
救助を待つ間で館に住む少女つばさが死体となって発見される。
館全焼まで３５時間。その間に脱出できるのか、また事件の真相は―
「館四重奏シリーズ」第一作目で、山火事が迫るクローズド・サーク
ルのミステリー小説であると共に、探偵とはどうあるべきかに迫る一
冊です。

その２「へびつかい座の見えない夜」
砂村 かいり／著 東京創元社

二十五歳になる瑞季は、地方都市にある不動産会社で事務の仕事を
している。十五名しか在籍していない職場で、机のまわりはそれぞれ

個性が出ている。瑞季の机の上はさっぱりしているが、引き出しに
ペットボトルの健康茶に付いているおまけを集め、保管している。あ
る日、つい引き出しを大きく引いて見入っていたところを先輩の今泉
さんに見られてしまう。彼女から「集めてるんなら、手伝ってあげ
る」と言われ‥‥。

表題作をはじめ、自分にとって大切なコレクションをしている人々

の５つの短編小説です。

その３ 「夜空の手帳」 渡部 潤一監修／東京書籍

星や星座、月、惑星などにまつわる話がわかりやすく解説されてい
る一冊です。季節や時間ごと、その日の天気や空気で、見える空の様
子は少しずつ違って見えるのもワクワク楽しいものです。夏の夜空を
眺めてみませんか？

おすすめの本 新着図書


